
懇談会の開催にあたり、
オンライン形式でご参加の方へのお願い

懇談会にご参加いただき、ありがとうございます。

開会まで、今しばらくお待ちください。

ノイズ防止のため、マイクは「ミュート」に設定を
お願いします。

通信環境を安定したものとするため、

カメラは「オフ」に設定をお願いします。



令和４年３月１９日（土）

午前10時30分～12時30分

杉並区 都市整備部 市街地整備課 拠点整備係

第６回西荻窪駅周辺まちづくり懇談会



オンライン形式でご参加の方へのお願い

PCスマホ

●マイクとビデオの設定

★説明している間

・マイクをミュート

・ビデオをオフ

★意見交換の時

マイク・ビデオを

オン



② こちらからお名前をお呼びします。

挙手された順番でお呼びします。
お名前を呼ばれた方は、マイクとビデオを「オン」にしてお話しください。

オンライン形式でご参加の方へのお願い

① 「手を挙げる」をクリックします。

人数を把握するため、発言を希望
する場合は挙手をお願いします。

●発言方法について



③ 発言が終了しましたら。

マイクとビデオを 「オフ」にしてください。

④ 「手を降ろす」をクリックします。

画面の下部にある「反応」に
カーソルを当て、「手をおろす」を
クリックしてください。

オンライン形式でご参加の方へのお願い

●発言方法について



オンライン形式でご参加の方へのお願い

●発言の順番について

① 対面形式でご参加の方

② オンライン形式でご参加の方



１．これまでの懇談会等の意見の振り返り

（１）まちづくり懇談会等の取組経過
（２）第５回懇談会での主な意見
（３）オープンハウスでの主な意見

２．参加者同士の意見交換
（１）「西荻窪駅周辺まちづくり方針」の策定について
（２）進め方について
（３）意見交換

３．今後の進め方（予定）について

４．閉会

本日の次第
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１．これまでの懇談会等の意見の振り返り
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西荻窪駅周辺まちづくり懇談会等 開催

平成３０年度より

１．（１）まちづくり懇談会等の取組経過
まちづくり懇談会等のこれまでの取組

懇談会開催

令和元年度

第１回 まちづくり懇談会開催 平成30年12月 9日

令和２年度

第２回 まちづくり懇談会開催 平成31年 2月 3日

第１回 テーマ別部会 開催 令和元年 9月 8日

平成30年度

第２回 テーマ別部会 開催 令和元年11月10日

第３回 テーマ別部会 開催 令和２年 1月26日

西荻窪駅周辺まちづくりに関するアンケート調査実施

第３回 まちづくり懇談会開催 令和元年 7月 6日

第４回まちづくり懇談会（ｵﾝﾗｲﾝ）開催 令和３年 ３月 21日

令和３年度 第５回 まちづくり懇談会開催 令和３年10月 23日

令和３年度都市計画道路補助１３２号線パネル展示
（オープンハウス） 令和３年12月17・19日

３



１．（２）第５回懇談会での主な意見について

～出典：まちづくりだよりNo.５より～

第5回 西荻窪駅周辺まちづくり懇談会

【開催日時】令和3年10月23日（土） 10時30分～12時20分

【場所】西荻地域区民センター（勤労福祉会館）

【参加者】26名（対面形式：12名、オンライン形式：14名）、他 傍聴２名

第５回懇談会では、区より、まちづくり方
針の策定についてや、第４回懇談会で
いただいた主なご意見の紹介、前提条
件となる杉並区まちづくり基本方針、都
市計画道路の概要等について説明し、
意見交換を行いました。

直接会場に来ていただく対面形式と、オ
ンライン形式を併用したハイブリッドタイプ
による、まちづくり懇談会を開催しました。 懇談会 会場の様子

４



１．（３）第５回懇談会での主な意見について

～出典：まちづくりだよりNo.５より～

●多様な意見のとりまとめは重要。回を重ねるごとで
互いに違う意見をすり合わせるしかないと思う。拡
幅大賛成という立場もあると思うが、その事も紹介
してほしい。

●テーマ別部会等で出してきた意見は、今後どのよう
に活用するのか。過去の意見を復習すれば良かった
と思う。

●障害者や高齢者等の多様な人の意見を聞く必要があ
る。

●懇談会では道路整備を前提として西荻窪駅周辺をど
のようにしたいか話し合える場にしたい。

●方針を取りまとめても実現できなければ意味がない
。

●何度か懇談会に参加しているが、進展していないよ
うに思う。前提や目的を明確にして、具体的な話を
する必要がある。

●道路整備事業の説明は、非常に大切な要素なので、
懇談会の第１回目に行うべきだったと思う。

●道路整備や駅南口の土地利用等、行政で把握してい
ることを適宜情報共有してほしい。

●会場に道路整備担当も一緒に来て説明してほしい。

●懇談会の対象区域は、道路整備事業の反対派を排除
するために設定したのか。沿道を含めて、対象区域
を広げるべき。

●東京女子大に向かうバス通りの運用を変えることで
、まちづくりに良い影響を及ぼすのではないか。

●道路整備による防災対策よりも、災害時に助け合い
ができる人間関係を築くことが有効だと思う。

●防災やまちの賑わい等を解決できる、まちづくりの
手法などについて勉強会を行い、みんなで検討した
い。

●道路整備の歩道に関して、障害者への配慮やユニバ
ーサルデザイン等の内容を踏まえたうえで、障害者
のニーズをお伝えしたい。

●懇談会に、道路整備に関わる当事者を呼ぶべき。

●参加メンバー対区役所という対立形式になってしま
ったのが残念。参加メンバー同士の意見交換ができ
る時間があると良い。

●道路整備によりメリットがあると資料に記載されて
いるが、失うものはどこにも記載されていない。

５



１．（３）オープンハウスでの主な意見について

～出典：まちづくりだよりNo.５より～

令和3年度 都市計画道路補助１３２号線パネル展示（オープンハウス）

【開催日時】令和3年12月17日（金） 14時00分～19時00分

【場所】西荻南区民集会所 【参加者】６５名

【開催日時】令和3年12月19日（日） 13時00分～18時00分

【場所】西荻地域区民センター（勤労福祉会館） 【参加者】47名

オープンハウスでは、都市計画道
路補助132号線の事業認可取得や用
地取得等に関する内容と、西荻窪駅
周辺まちづくりに関する取組経過や
今後の進め方等についてパネルを展

示し、いただいたご意見・ご質問に
対して職員が説明を行いました。

西荻南区民集会所 会場の様子

６



１．（３）オープンハウスでの主な意見について
●道路とまちづくりを合同でオープンハウスを開催し
たのは良かったと思う。

●まちづくり懇談会の参加エリアを拡大し、より多く
の住民との話し合いの場を複数設けるべきだと思う
。

●地上げから街を守るために、特に駅周辺について、
具体的に出来る範囲の街づくりをアピールしてほし
い。

●防災面でもこの道路を最優先にする必要なし。駅周
辺の開発も心配。さらに南側も広げるとなると無理
がある。

●安全な街になるように、引き続き進めていただきた
い。西荻南側も先に燃えにくい区画にしていただき
たい。

●西荻窪駅周辺が狭いうえに、車（バスを含む）の往
来が多く危険だと感じていた。

●70年以上前戦争が終わった直後に決まった都市計画
であり、50年以上も前に都市計画変更されたもの。
旧都市計画法の時代だったから、住民の意見を聞か
ずとも、進めていいという行政の在り方は、民主主
義に反する。

●工事施工中も歩きやすくしてほしい。丁寧に説明し
ていただき内容が理解できた。

●緑豊かなまちづくりに励んでほしい。子供達が安心
安全に通学できる環境にしてほしい。

●意見を言える場を作っていただき大変ありがたい。
まだ不明な点が多くあるが、これからも説明会を開
いていただき、解決していただきたいと思う。

●障害者にとっても住みやすいまちづくりと道路づく
りを進めてほしい。

●駅前の街づくりにあたっては、現在の事業者が事業
を続け、街並みを維持できるように配慮してほしい
。

●まちづくりの中に環境問題の観点を組み込んでほし
い。

●道路拡幅予定用地をポケットパーク、イベントスペ
ース、駐輪場、緑化など有効に活用しながら、町の
良い雰囲気をつくってほしい。

●道幅の狭さは良くもあり悪くもあり、特に古くから
住む方々には難しい問題かと思う。

●西荻地域の個性的な良さ（小さな個人店、古い建物
の町並みなど）を考えると、道路拡幅は色々なメリ
ットを踏まえてもなお、今この町でやる必要がある
のか大いに疑問。

～出典：まちづくりだよりNo.５より～ ７



２．参加者同士の意見交換
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杉並区まちづくり基本方針
（杉並区都市計画マスタープラン）

西荻窪駅周辺まちづくり方針

東京都市計画
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

（都市計画区域マスタープラン）

杉並区基本構想（１０年ビジョン）※令和3年12月時点

〇杉並区総合計画 〇杉並区実行計画
交通拠点である駅を中心に、地域の特性を生か
した商業の活性化や生活利便性の向上を図り、
にぎわいと多彩な魅力あるまちづくりを進める。

「西荻窪駅周辺まちづくり方針」とは

『杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市

計画マスタープラン）』の地域別方針（西

荻地域）を補完し、まちの将来像やその

実現に向けた取組の方向性を示す「まち

のグランドデザイン」として、個別具体の

取組への橋渡しを担うものです。

「杉並区まちづくり基本方針」
にあわせ、おおむね２０年後
の未来を視野にいれたもの
とします。

※現在の杉並区基本構想、杉並区総合計画、杉並区実行計画は、
令和3年度（2021年度）をもって終期を迎えます。
令和4年度（2021年度）からは、新たに策定された
杉並区基本構想、杉並区総合計画、杉並区実行計画の始期となります。９

２．（１）「西荻窪駅周辺まちづくり方針」の策定について



対象区域

西荻北2丁目
西荻北
3丁目

西荻南
3丁目

西荻南
2丁目

松庵3丁目

西荻窪駅

杉並区基本構想（１０年ビジョン）※令和3年12月時点

〇杉並区総合計画 〇杉並区実行計画
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杉並区まちづくり基本方針
（杉並区都市計画マスタープラン）

西荻窪駅周辺まちづくり方針

東京都市計画
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

（都市計画区域マスタープラン）

交通拠点である駅を中心に、地域の特性を生かした商業
の活性化や生活利便性の向上を図り、にぎわいと多彩な
魅力あるまちづくりを進める。

対象区域は、西荻窪駅周辺から半径
500ｍを目安として、町丁目で区切った

範囲（西荻北２丁目・３丁目、西荻南２丁
目・３丁目、松庵３丁目）です。

「西荻窪駅周辺まちづくり方針」の策定に向けて、地域の皆さまからご意見をいただくことを目的に
懇談会を開催しています。今後、いただいたご意見を踏まえ、区が方針の案等を作成し、これらにつ
いて、さらにご意見を伺う予定です。

ま ち づ く り 懇 談 会 の 目 的
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２．（１）「西荻窪駅周辺まちづくり方針」の策定について



１．都市計画マスタープラン【参考】杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画マスタープラン）平成25年度改定 〈西荻地域抜粋１〉

１１



１．都市計画マスタープラン
【参考】杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画マスタープラン）平成25年度改定 〈西荻地域抜粋２〉

１２



西荻窪駅周辺では、今後の具体的な取組として、これまでの懇談会や引き続き開催
する懇談会等で、いただいたご意見を踏まえて、以下の内容について検討を進めます。

まちの将来像 まちの目標 取組の方向性
『杉並区まちづくり基本方
針』等の上位計画を踏ま
えて、区民・事業者・行政
が共有する、「まちの将来
像」の検討を進めます。

まちの将来像の実現に
向けた、「まちの目標」
の検討を進めます。

まちの将来像と目標の
実現に向けた、「取組
の方向性」の検討を進
めます。

～具体的な取組～

ステップ１ ステップ２ ステップ３

１３

２．（１）「西荻窪駅周辺まちづくり方針」の策定について



将来像 －住宅都市杉並の芯として 歴史文化を礎に にぎわいと住環境が調和したまち－

荻窪駅周辺は、区内最大の交通結節点であり、商業・業務、公共サービス、文化・教育などの都市機能が集積した、杉並を代表するにぎわいの
中心（都市活性化拠点）です。また、歴史的・文化的資源が数多く点在し、みどり豊かな住環境が広がる、住宅都市杉並を代表するまちです。
こうした荻窪駅周辺のまちの特長や個性を生かしつつ、課題である駅南北の連絡機能の強化や回遊性の向上、防災性の向上などに、ハード・
ソフトの両面から取り組むことにより、その魅力を更に高め、にぎわいと住環境が調和した、住み続けたい、訪れたいまちを目指します。

荻窪駅周辺では
まちの将来像を
踏まえて、４つの
目標を位置付け
ています。

【参考】荻窪駅周辺まちづくりの取組について

目標Ⅳ
歴史文化の薫り漂う、住んでよし、
訪れてよしのまち

② 歴史的・文化的資源を生かした観光まちづくりの推進

① 良好な景観づくりの推進

③ 地域の魅力発信

③ 主要生活道路等の整備

⑦ 地域防災力・防犯力の強化

① 拠点駅周辺としての防災機能の充実

⑤ 幹線道路沿道等における耐震化・不燃化の促進

② 木造建築物の密集度の高い住宅地の防災性向上

④ 狭あい道路拡幅整備の推進

⑥ 水害対策の推進

目標Ⅱ

災害に強く、安全で安心
して暮らせるまち

③ 歩行者等や自転車利用者の安全性・快適性の向上

① 南北連絡動線の充実

② 駅前広場機能の充実

④ 地域連携の促進

目標Ⅰ
人にやさしい、
歩いて楽しめるまち

① 多様な都市機能の充実

② 共同建替えや協調的な土地利用の誘導

③ 商店街等の歩行環境や買い物環境の向上

⑤ みどり豊かで良好な住環境の保全・育成

⑥ 緑化推進とオープンスペースの充実

⑦ 地域交流の促進

目標Ⅲ

にぎわいと良好な
住環境が調和した、
生活利便性の高いまち

④ 荷捌き環境の改善

暮
ら
し
や
す
さ

文
化
交
流

に
ぎ
わ
い
活
性
化

安
心
安
全
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阿佐ヶ谷駅・南阿佐ヶ谷駅周辺は、両駅が
約600mの距離で近接し、区を代表するケヤ
キ並木の景観や、イベント、文化活動、商店
街等のにぎわいや利便性と、後背のみどり
豊かな閑静な住環境が共存した、成熟した
まちです。
また、区役所等の公共公益施設が多く立
地する官庁街（シビックゾーン）として、災害
時等には、この地域だけでなく、杉並区全体
の安全を支える防災中枢拠点となるべき地
域であり、区内最大の交通結節点で都市活
性化拠点に位置づけられる荻窪駅周辺とと
もに、杉並を代表する拠点です。
課題である防災性の向上や道路・交通体
系の改善に取り組み、杉並の安全を支える
防災中枢拠点としての充実を図るとともに、
時代が変化しても、まちの特長は変わらず、
さらに伸ばしていくことで、誰もが暮らしやす
く愛着を感じ、住み続けたいと思えるまちを
目指します。

■まちづくりの目標■将来像
○杉並の安全を支える防災中枢拠点
○にぎわいとみどり豊かな住環境が
共存し住み続けたいまち

【参考】阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくりの取組について

Ⅰ．防災の方針

首都直下地震に備え、燃えにくく倒れ
にくいまちづくりや災害時の活動に必
要な道路空間等の確保、地域防災力
の強化等に総合的に取り組みます。

Ⅱ．道路・交通の方針

Ⅰで示した防災性の向上とあわせ、利

便性や交通の安全性の向上等の観点

から、中杉通りの延伸や生活道路の整

備等を推進します。また、中杉通りや駅

周辺商店街等で、歩行者と自転車にや

さしい環境づくりを進めます。

Ⅳ．みどり・景観・環境の方針

オープンスペースやみどりの創出を図
るとともに、まとまった樹林地の保全
や魅力的な街並みの形成等に取り組
みます。

取組Ⅰ① 延焼遮断帯・避難路等の整備

取組Ⅰ② 主要生活道路等の拡幅整備等

取組Ⅰ④ 防災拠点等の整備・充実

取組Ⅰ⑤ 防災広場等の整備

取組Ⅰ⑥ 市街地の耐震化、不燃化の推進

取組Ⅰ⑦ 避難・救急活動等を円滑にする空間づくり

取組Ⅰ⑧ 地域防災力の強化

取組Ⅱ① 中杉通りの延伸整備と新規バスルートの検討

取組Ⅱ② 中杉通りの歩行者・自転車通行空間の改善

取組Ⅱ③ 生活道路の整備等

取組Ⅰ③ 狭あい道路拡幅整備の推進

取組Ⅱ④ 交通結節機能の改善・強化

取組Ⅱ⑤ 交差点部等の安全対策の充実

取組Ⅲ④ 駐輪場・駐車場の整備

取組Ⅱ⑥ 自転車の走行マナーの改善

取組Ⅲ① 公共公益施設等の更新にあわせた拠点機能の向上

取組Ⅲ③ 安全・快適な買物環境の確保

取組Ⅲ② 商業・業務機能の維持・充実

取組Ⅲ⑤ 地域資源を生かした観光促進・地域活性化

取組Ⅳ① まとまった樹林地の保全

取組Ⅳ② 民有地や公共施設におけるみどりの保全・創出

取組Ⅳ③ 中杉通りのケヤキ並木の保全と魅力的な街並み形成

取組Ⅳ④ 駅前にふさわしい街並みの形成

取組Ⅳ⑤ 公園・広場の整備

取組Ⅳ⑥ 水路等を活用した遊歩道ネットワークの整備

Ⅲ．商業・生活サービスの方針

中杉通りの景観や界隈性（※）のある

商店街の特性をより生かしながら、商

店街の一層の個性・魅力づくりやにぎ

わいの連続性の確保、回遊性の向上

や憩いの空間づくり等に取り組み、駅

周辺の高い利便性とその後背にある

良好な住宅地とが調和したまちづくり

を目指します。
（※）界隈性：生活に密着した個性的な雰囲気
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阿佐ヶ谷駅等周辺
では
まちの将来像を踏ま
えて、４つの目標を
位置付けています。

目標Ⅰ

目標Ⅱ

目標Ⅲ

目標Ⅳ

１５



２．（２）進め方について

◆ 「新たな視点」を踏まえ、まちの将来像の更新

１６

これまで開催した懇談会やテーマ別部会の中で、まちの将来像や目標について意見交換
していただきました。
今回は以下の3つの「新たな視点」を踏まえて、まちの将来像の更新をしていただきたいと
考えています。

新型コロナウイルスという新たな感染症の出現によって、人々の価値観や暮らしそ

のものに大きな質的変化がもたらされようとしていること。

高齢者や障害者の方など移動弱者の視点も取り入れた意見交換を進めるように

したこと。

第4回懇談会（オンライン）開催以降、西荻窪駅周辺まちづくり方針策定に向けた、

議論の前提を改めて確認させていただいたこと。

「新たな視点」

①

②

③



２．（２）進め方について

１７

◆ 懇談会の進め方

第６回懇談会の目標到達点は、方針策定までの検討の流れである
ステップ１「まちの将来像」を検討していきます。

以下の流れに沿って、各班でキーワードを提案・組み合わせて、
「一言で表すまちの将来像」を考えていただき、その後、班同士で意見
交換をしていただきます。

6班程度に
班分け

各班の中で
意見交換

各班の考え
発表

班同士の意見交換

～進め方の流れ～



これまでの成果を振り返り、イメージを思い描いてください

成果の振り返り

キーワードの振り返り
まちづくりだよりNo.1より
「まちの目指すべき将来像に欠かせないキーワード」

まちづくりだよりNo.２より「テーマ別部会の検討成果」

１） キーワードとテーマ別部会の検討成果を
ゆっくり読み上げます。

【手順】 最初は全員で振り返ります・・・１０分くらい

２） これは大切にしたい！という言葉や文章
にチェックしておきましょう。
前提条件も忘れずに・・・。

この後、班に分かれて意見交換します

３） 西荻窪の将来の姿をイメージしてみて
ください。メモするのも有効ですね。

２．（２）進め方について ～班ごとに意見交換～

１８



イメージをいくつかの短い文章にまとめましょう

将来像をいくつかの短い
文章にまとめます

６） ファシリテーターがみなさんのご意見を
お聞きしながら整理のお手伝いします。

７） ３つくらいの短文にまとめましょう。

西荻窪駅周辺のまちづくりで、
「大切にしたいと思うこと」を

教えてください。

４） 最初は「一言自己紹介」しましょう

５） 一人ずつ、３、４分で西荻窪のまちの
「将来イメージ」を教えてください。

【お願い】
あとで丁寧に振り返るため、
班ごとに録音させてください。
他の用途では使いません。

余裕があったら、
地図も使って
みましょう

・ ーーーーーーーーー
・ ーーーーーーーーー
ーーーーーーーー

・ ーーーーーーーーー
ーーーーーー

２．（２）進め方について ～班ごとに意見交換～

１９



まちづくりだよりNo.２より「テーマ別部会の検討成果」

２．（２）進め方について ～成果の振り返り～

２０



まちづくりだよりNo.1より
「まちの目指すべき将来像に欠かせないキーワード」

まちづくりだよりNo.２より「テーマ別部会の検討成果」

２１

２．（２）進め方について ～成果の振り返り～



班ごとに意見交換
（４０分）

２．（３）意見交換

２２



各班の発表
（２０分）

２．（３）意見交換

２３



班同士の意見交換
（２０分）

２．（３）意見交換

２４



【まちの将来像（案）】

v

v

案）１

案）２

案）３

v

「まちの将来像」を決定

【まちの将来像（候補案）】

【まちの将来像】

第６回懇談会

次回に提案

２．（３）意見交換 ～成果のまとめ方～

２５



３．今後の進め方（予定）について

２６



「西荻窪駅周辺まちづくり方針」の策定・公表

平成３０年度より

懇談会開催

１．（２）まちづくり懇談会等の取組経過

「西荻窪駅周辺まちづくり方針（案）」について、
意見交換及び取りまとめ

「西荻窪駅周辺まちづくり方針（たたき台・中間まとめ）」
について、意見交換及び取りまとめ

令和３年～ 引き続き懇談会を開催
・いただいたご意見の取りまとめ
・ 「まちの将来像」について意見交換
・「まちの目標」について意見交換 等

令和３年度～

現在

西荻窪駅周辺まちづくり懇談会等 開催

令和元年度

平成30年度

令和２年度

第２回 平成31年 2月 3日

テーマ別部会第１回～第３回

第１回 平成30年12月 9日

第３回 令和元年 7月 6日

第４回（オンライン開催） 令和３年 ３月２１日

令和３年度 第５回 令和３年10月23日

令和３年度都市計画道路補助１３２号線パネル展示
（オープンハウス） 令和３年12月17・19日

２７



４． 閉 会

※ アンケートの提出をお願い致します。

２８


